
 
 
 

 

 

 

 

ＪＲ北労組第４回団体交渉 

ベア実施にむけた再考を強く求める 
～会社は「ベースアップの実施は困難、定期昇給のみ実施」との考えを示す～ 
 

ＪＲ北労組は、３月１５日、２０１８春季生活闘争の第４回団体交渉を行った。 

交渉で会社は、「ＪＲ北海道が置かれている環境や経営状況等を総合的に勘案した

結果、ベースアップの実施は困難と判断し、定期昇給のみ実施することとしたい」と

の考えを示した。 

一方組合は、経営が厳しい中での定期昇給の実施に対しては一定の評価をしながら

も、組合員は昼夜を問わず、安全・安定輸送の確保や収入の確保に取り組んでいるこ

と、努力により得られた成果が組合員に還元されず我慢を強いることはモチベーショ

ンの低下に繋がりかねないことなどを指摘し、ベースアップの実施や諸手当改善にむ

けた再考を強く会社へ求めた。 

ＪＲ北労組は、安全の確立、ＪＲ北海道の信頼回復を職場から構築するため、諸手

当をはじめとする労働条件改善にむけた団体交渉を強化することとしている。 

 

 

２０１８春季生活闘争 

ＪＲ連合ＦＡＸニュース    № ６２ 

２０１８年３月１６日        日本鉄道労働組合連合会 


